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今から約３５０年前に、イギリスのメイヨーという医師が、次のような実験を

して呼吸のしくみに科学的にせまりました。

動物をガラス容器にとじこめると、やがて死んでしまいます。今度は動物とい

っしょにろうそくの火をガラス容器の中に入れてみると、より早く火は消えて、

ほぼ同時に動物も死にました。メイヨーは、動物の呼吸も、火が燃えるのも、空

気の中の同じ物質を消費するからにちがいないと考え、呼吸とは、火が燃えるの

に必要な物質を体に取りこむことだと考えました。まだ酸素が発見されていない

時代のことです。
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１００年後、フランスの科学者ラ

ヴォアジェが、その物質が酸素で

あることをつきとめました。わた

したちが息を吸うのは、酸素を体

に取り入れるためだったのです

（何％ぐらい取り入れられるのか

は、気体検知管を使った実験で調

べよう）。

さらにラヴォアジェは、はいた

息の正体も発見します。はいた息

を集めて石灰水に通すと、石灰水

は白くにごりました。このことか

ら，はく息には二酸化炭素が多く

ふくまれることがわかりました。

呼吸とは、酸素の一部を体の中

に取り入れて、二酸化炭素を体の

外へ出す作業なのです。
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